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ピボットテーブル、元データの変更が反映されない？？ 

内  容 

手順１ 元データから、ピボットテーブルを作成 ................................................................. 2 

手順２ データを一部変更 ..................................................................................................... 2 

手順３ ピボットテーブルの更新 .......................................................................................... 3 

手順４ データキャッシュの解説 .......................................................................................... 4 

手順５ データがテーブルの場合 .......................................................................................... 5 

手順６ データがテーブルではない場合 ............................................................................... 5 

 

  



2 

 

手順１ 元データから、ピボットテーブルを作成 

 

元データをテーブルにして、ピボットテーブルを作成します。 

 

 

 

手順２ データを一部変更 

次に、データを一部変更して、ピボットテーブルを作成します。 

 

 

 

 

別の位置に作成してもデータは古いままです。 



3 

 

手順３ ピボットテーブルの更新 

『更新』すれば、ピボットテーブルに反映されます。 
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手順４ データキャッシュの解説 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わかりやすくいうと、元データを変更しても、 

 

① 同じ範囲 → 更新するまでは、変更前のデータを使う 

② 違う範囲 → 変更後のデータを使う 

 

ということです。 

 

 

 

ここで、この範囲の考え方がポイントです。 

テーブルにしていた場合、行が追加されても、同じ範囲として扱い、 （上記①） 

テーブルではない場合、違う範囲として扱います。（上記②） 

 

ピボット テーブル レポートのデータ キャッシュは、内部のメモリ、レポートのデ

ータを格納する Microsoft Office Excel で使用されるコンピューター上の領域です。

Excel ではパフォーマンスを向上させブックのサイズを小さくするために、同じセル

範囲またはデータ接続に基づく 2 つ以上のピボット テーブル レポートのピボット 

テーブル データのキャッシュを自動的に共有しています。ピボット テーブル レポ

ートの 2 つ以上のセル範囲またはデータ接続が異なる場合は、これらのレポートの

データ キャッシュは共有できません。 
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手順５ データがテーブルの場合 

 

 

 

 

 

手順６ データがテーブルではない場合 

 

のまの『50』は、反映されていない 

のまの『50』、反映されている 


